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　大阪商工会議所が運営しているライフサイ

エンス産業振興事業とは、大阪・関西が強みを

有し、今後大きな成長が期待されます。ライフ

サイエンス分野（主に「創薬」、「医療機器」、「ヘル

スア」）において、産学連携を通じた新たな製品・

サービスを創出するためのプラットフォームです。

プラットフォームは、大阪・関西のみならず、

日本、更にはグローバルな市場を対象とし、

大阪・関西に、国内外から多様で高度な人材・

企業・研究機関等を呼び寄せることで、ライフ

サイエンス分野における国際的なイノベーション

創出拠点を形成することを目指しています。

私ども日光化成もこの取り組みに参画をして

いきます。

神戸医療産業都市を
意識した研究体制について
　神戸医療産業都市構想とは「メディカルイノ

ベーションを神戸から世界へ」という取り組みです。

　同構想は1998年国の「都市再生プロジェクト」

に位置付けられ「日本初のライフサイエンスの

クラスター」を目指した国家的プロジェクトです。

　具体的には神戸市ポートアイランドに高度医療

技術拠点・研究拠点・開発拠点及び高度専門

病院群を整備・集積させる事で、より穏やかで

活力ある神戸（ライフサイエンス産業都市）にして

いく「都市再生プロジェクト」です。

　当社は2012年当プロジェクトの「柱」の一環

「国際医療センター」（IMDA）推進メンバーとなる

ため、同神戸オフィスを開設、メンバー参加致しま

した。IMDAには国内・国外を含めた300社（医

薬品・医療機器・再生医療・治療・診断・予防・

介護・福祉）企業＝ライフサイエンス企業が集

結。当社のみならず各社が持つ特有医療開発技

術を交流。ライフサイエンス・イノベーションを開花

させています。

日光化成の産学コンソーシアム研究とは

産学コンソーシアム研究を
意識した研究体制について

産学コンソーシアム研究への挑戦

医療製造業許可とＱＭＳ

　日光化成ではこれまで医療機器製造業許可を

受ける医療製品を製造して参りましたが、更なる

高度な医療製品製造に取り組み、日光化成医療

製品付加価値の向上を目指します。

　医療製品はレベル順位がクラス分けされており、

上位クラスの医療製品を製造するには品質管理

基準QMS（ Quality Management System ）

適合が必要です。

　日光化成は既に厚生省外郭団体 PMDAの

許可を受け、クラスⅡ医療製品製造を行って

おりますが、更な高度医療製品に取り組み中で

必要になる適合・規格取得・認可取得を進めな

がら取り組み製品自体も医療メーカー企画部・

設計部の川上にプロダクトデザイン提案を行い、

製造品の付加価値の向上を目指し、ビジネス

チャンスの機会拡大を図っています。

耐ヒートショック性、耐薬品性を飛躍的に向上させ
進化を遂げた成型材料
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新たな価値を生み出す

日光化成は研究開発を軸とする「R＆D 型企

業」です。そして常にベンチャー精神を持っ

て新たな分野に突き進む「挑戦の連続」の基

に成り立っています。最近では自社のみで行

う独自の開発に加え、大学の研究室を交えた

「産学コンソーシアム」などの共同研究も推

進しており、日本のものづくり技術を集結さ

せた最先端のコンフィデンシャルな開発を

行っています。
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て新たな分野に突き進む「挑戦の連続」の基

に成り立っています。最近では自社のみで行

う独自の開発に加え、大学の研究室を交えた

「産学コンソーシアム」などの共同研究も推

進しており、日本のものづくり技術を集結さ

せた最先端のコンフィデンシャルな開発を

行っています。

このような新たな取り組みに挑戦する姿勢が

評価され、大学の研究機関が多く参加する

「オープンイノベーション・チャレンジピッ

チ 2019 in 関西」に登壇する５社に選出され

ました。このイベントは近畿経済産業局と国

立研究開発法人科学技術振興機構（J S T）共

催で関西では初開催。「産から学へのプレゼ

ンテーション」の場となり、大学等の研究機

関、金融機関、企業や自治体に対し当社の技

術をアピールする場でもありますが、新しい

技術を共に開発するパートナーを募る場とも

なります。新たな開発パートナーが見つかれ

ば、現在抱えている新しい技術案件の開発ス

ピードをさらに加速することが可能となりま

す。また関西の「チャレンジピッチ」に先行

し数年前より開催されている「関東経済産業

局」主催のイベント「オープンイノベーショ

ン・チャレンジピッチ 2019」に関西企業が

選ばれるのは非常に稀なケースですが登壇の

機会を頂きました。このような機会を活かし、

関東での産学連携にも積極的に参加し、関東

圏にも当社の技術をアピールしていきたいと

考えています。
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関東の大学研究室などにも当社の技術を積極

的にアピールするため、滋賀・大阪の研究所

に続く第三の研究拠点「神奈川テクニカルセ

ンター」を新たにスタートさせました。技術

営業の常駐拠点としてだけでなく今後は周辺

地域との共同研究を軸とした研究拠点として

再構築中です。

神奈川テクニカルセンターは関東地区周辺の

大学・自治体・研究機関と連携し、また大企

業とのオープンイノベーションの窓口として

共創をより活発に取り組む拠点に生まれ変わ

ります。そして地域社会の持続的発展に貢献

できるセンターを目指していきます。
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みで行う独自の開発に加え、社外リソースも

積極的に活用し研究開発、製品開発を行う
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